
明
治
後
期
の

リ

テ

ラ

シ

ー

調
査

( 6 7 ) 研 究 ノ ー ト

山

本

武

利

Ⅰ

リ

テ

ラ
シ

ー

は

｢

新
聞
意
識
+

と

と

も

に

新
聞
読
者
層
形
成
の

た

め
の

(

1

)

基
本
的
前

提
条
件
で

あ
る

｡

リ

テ

ラ
シ

ー

の

量
的
な

向
上
が

新
聞
読
者
層

を

拡
大
し

､

質
的
な

向
上

は

新
聞
読
者
層
を

深
化
さ

せ

る
｡

こ

れ
の

量
的

､

質
的
な

向
上

は

｢

封
建
社
会
に

み

ら

れ
た

よ

う
な

身
分
別
に

も

と
づ

く
コ

(

2
)

､

､

､

ユ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

階
層
性
を

し

だ
い

に

失
わ
+

せ
､

身
分

､

職

業
､

性
別

､

年
齢
な

ど

の

枠
を
こ

え

た

あ

ら

ゆ
る

階
層
の

成
員
に

同
一

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

内
容

､

つ

ま

り
マ

ス

･

コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

内
容
を

受
容
さ

せ
る

契
機
と

な
る

｡

諸

階
層
へ

の

リ

テ
ラ

シ

ー

の

普
及
は
コ

､
､

､

ご
一

ケ
ー

シ

ョ

ン

の

領
域
の

み

な

ら

ず
政
治

､

経

済
､

文
化
な

ど
の

諸
領
域
に

大
き

な

影

響
を

あ
た

え

る
｡

た

と

え

ば

経
済
の

領
域
に

お

い

て

は
､

｢

教
育
の

普
及
に

よ
っ

て

文
盲

が

少
な

く
な

り
､

国
民

一

般
が

最

低
｢

読
み

書
き

算
盤
+

を

修
得
す
る

と

い

う
こ

と

は
､

人
々

が

共
通
の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ
イ

シ

ョ

ン

の

手
段
を

持
つ

こ

と
で

あ

り
､

そ

れ

だ

け

国
民

経
済
の

領
域
を

､

内
延
的
に

拡
げ
る

こ

と

に

(

3
)

な
る
+

｡

リ

テ
ラ

シ

ー

の

水
準
は

そ

の

社
会

､

そ

の

時
代
の

｢

近

代
化
+

(

4
)

を

示

す
び

と
つ

の

指
梗
と

も
い

え
よ

う
｡

と
こ

ろ
で

､

｢

明

治
期
の

文
盲
率
が

ど
の

寒
度
の

も
の

で

あ
っ

た
か

に

つ

(

5
)

い

て

の

資
料
は

欠
け
て

い

る
+

と
い

う
の

が

通
説
で

あ

り
､

筆
者
も

｢

三

(

6
)

十
年
代
前
半
の

全

国
的
な

リ

テ

ラ
シ

ー

調
査
は

な

い
+

と
の

ぺ

た
こ

と

が

あ
る

｡

し
か

し

筆
者
は

そ
の

後
の

研
究
で

各
種
の

調
査
が

明
治
後
期
に

行

わ

れ
て

い

る

こ

と

を

知
っ

た
｡

明

治
三

〇
年
以

降
の

明
治
期
の

リ

テ

ラ
シ

ー

調
査
を

整
理

し
て

み

る

の

が
､

こ

の

ノ

ー

ト
の

ね

ら
い

で

あ
る

｡

(

1
)

新

聞
を

読
む
こ

と

が

で

き
る

能

力

(

リ

テ

ラ

シ

ー

)

と

新

聞
を

読

み

た
い

と
い

う

意
識

(

｢

新

聞

意
識
+

)

の

い

ず
れ

を

欠
い

て

も
､

新
聞

読

者

層
は

形

成
さ

れ

な
い

｡

な

お

リ

テ

ラ

シ

ー

(

≡
e

→

P
O

ユ

は

｢

読
み

書
き

能
力
+

と
い

わ

れ
る

こ

と

も

多
い

が
､

こ

こ

で

は

｢

学

力
+

と

ほ

ぼ

同

義
に

用
い

る
｡

(

2
)

南

博

『

体

系
社
会

心

理

学
』

､

一

九
五

七

年
､

五

二

八

頁
｡

(

3
)

江

見

康
一

｢

明

治
の

経

済

発

展

と

教

育

投
資
+

『

一

橋

論
叢
』

､

第
四

八

巻

第

六

号
｡

(

4
)

ジ
ョ

ン

･

W
･

ホ

ー

ル

｢

日

本

の

近

代

化
に

か

ん

す
る

概

念
の

変
遷
+

M
･

B
･

ジ

ャ

ン

セ

ン

編

細

谷
千

博
扁

訳

『

日

本
に

お

け
る

近

代

化
の

問

題
』

､

一

九

六

八

年
､

一

五

～
一

七

頁

参
照

｡

(

5
)

加

藤
秀

俊
｢

明

治
二

〇

年
代
ナ

シ

ョ

ナ

リ

ズ

ム

と
コ

ミ

ュ

ニ

ケ

イ

シ

ョ

ン

+

坂
田

吉

雄

扁

『

明

治

前

半

期

の

ナ

シ

ョ

ナ

リ

ズ

ム

』

､

一

九

五

八

年
､

三
一

七

頁
｡

(

6
)

拙

稿
｢

明

治
三

十

年
代
前

半
の

新

聞

読

者

層
+

『

新

聞

学
評

論
』

､

第
一

六

号
｡
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一 橋 論叢 第六 十
一

巻 第 三 号 ( 6 8 )

第 1 表 大 阪 府 の 壮 丁 リ テ ラ シ ー

調 査

単位 %

学 中 中学 高 高等者 尋 尋等者 稽得 読 書 算 術 ヲ 給
力 学 学力 等 等 ノ 常 常ノ 読 ル 知 ラ ゲ ル 者
程 卒 卒 ヲ ′+､ 小 学 小 小学 害者
皮 票 業有 学 学力 学 学 力 算 自 ヲ者 白 ヲ ル

人
年

ノ ト ス 卒 卒 ヲ 卒 卒 ヲ 術 己寄 己害者

次
者 同 ル

等者
某
ノ

業有
ト ス

菜
ノ

業有
ト

ヲ ノ シ ノ シ

( 明治) ノ 者 同 ル 着

ス

同′レ

為
シ

氏得
名 ル

氏得
名 サ 貞

3 3

A 0 . 4 4 1 ･ 9 3l 8 ･ 1 3 1 3 . 1 7 2 2 . 7 6 2 1 . 0 8 1 9 . 5 0 1 2 ･ 9 9 1
B

.
0 . 1 4 0 . 9 8 4 . 8 4 6 . 1 4 2 1 . 4 4 1 3 . 7 6 2 4 . 0 4 2 9 . 6 4

1 2
,
2 5 0

3 4

A 0 . 5 4 2 . 6 1 7 . 5 4 1 1 . 7 9 2 7 . 1 9 1 6 . 5 9 1 9 . 0 8 6 . 8 6 7 . 8 5

1 1
,
8 6 6

1 3
,
6 2 5

B 0 .
1 9 1 . 0 6 5 . 3 2 4 . 5 (; 2 2

. 3 3 1 3 . 9 5 2 1 . 7 2 9
.
7 1 2 1 . 1 7

3 6 1 . 0 2 1 . 6 与 6 . 8 9 6 . 0 8 2 2
. 0 5 1 5 . 4 6 2 2 . 0 2 8

. 7 8

葺
36 1 . 0 3 1 . 7 3 7 . 1 3 7 . 9 6 2 5

. 6 0 1 3 . 05 1 8 . 3 7 1 0 .
7 5 1 1

,
6 6 3

i 1 2
,
4 4 8

3 7 0 . 89 1 . 59 8 . 7 5 臥 6 6 3 0 . 3 0 1 1 . 03 1 5 . 8 4 8
.
9 (;

3 8 0 . 9 6 1 . 4 7 1 0 . 6 0 9 . 2 7 3 2
. 3 7 1 0 . 7 0 1 6 . 7 3 6 . 9 1 1 2

,
1 8 7

3 9 2 . 6 6 1 . 3 (5 1 3 . 6 7 8
.
7 7 3 4

. 4 5 8 . 1 4 1 7 . 0 2 5 . 7 0 乱 2 3 11
,
1 4 7

4 0 2 . 5 4 1 . 7 6 1 1 . 8 9 6
. 5 9 3 4 . 4 7 8 . 7 7 2 4 . 6 6 3 . 3 9 6 . 9 3 1 2

,
2 6 9

4 1 1 . 8 9 1 . 7 0 1 3 . 6 9 4 . 2 1 4 0
.
6 2 4 . 9 8 2 0 . 8 5 4 . 5 9 7 . 4 7 1 3

,
7 4 2

4 2

4 3

2 . 6 4 1 . 6 9 1 5 . 31 3 . 6 3 3 9
. α) 5 . 7 9 2 3 . 1 2 3 . 4 7

4 . 1 8

2 . 8 1

2 . 4 8

5 . 3 5 1 3
,
3 73

2
. 6 5 1 , 7 2 1 7 . 81 2

.
89 4 4

. 06 2 . 6 9 1 8 . 8 9 4 . 1 1 1 2
,
6 1 0

4 4 3
. 3 (; 2 . 1 0 1 8 . 8 4 3 . 2 8 4 4

. 5 7 2 . 5 2 1 8 . 7 2 3 . 7 8 1 0
,
9 8 5

1 3
,
5 4 0

4 5 2
. 6 3 1 . 8 2 1 9 . 3 9 3 . 0 9 4 5

. 4 4 2 . 8 9 1 9 . 2 9
｢ ㌫㌻r

1 ) 3 3
,

3 4 年虔 の A は大阪市 , 玉をま大阪市以外 の 数字を示 す. 府全体 の 数字 は で て い な い .

2 ) 3 3 年度 の み は ｢ 自己 ノ氏名 ヲ寄 シ 得 ル 者+ と ｢ 自己 ノ氏名 ヲ書 シ 得サ ル 者+ とを 区別 せ ずに 調査 して

い た .

3 ) ｢ 精読書算術 ヲ為 シ 得 ル 者+ とlま ｢ 僅 二 間易 ナ ル 文字ヲ読 ミ算術 ヲ為 シ 得′レ者+ で あ り ,
｢ 読書算術 ヲ知

ラサ ル 者+ と は ｢ 更 二 文字 , 算術 ヲ知 ヲサ ル モ 僅 二 自己ノ 氏名 ヲ書 シ 得 ル 者若 ク ハ 全 夕自己 ノ氏名 ヲ書 シ

得 ザ ル 者+ で ある . (3 6 年度報告)
4 ) 各年度 『大阪府壮丁普通教育程度取調書』 よ り作成 .

Ⅱ

壮
丁

リ

テ

ラ
シ

ー

調
査
は

｢

数
府
麻

に

於
て

徴
兵
検
査

執
行
に

際
し

て

行
は

れ

て

ゐ

た

壮
丁
の

学
力
成
績
調
査
に

由

来
し

､

明

治
三

十
八

年
十
二

月

文
部
省

が

相
嘗
の

調
査

標
準
を

定
め

て

そ
の

賓

(

1
)

施
を

各
府
願
に

奨

励
し

た
+

｡

筆
者
が

国
立

国
会
図
書
館
等
で

調
べ

た

か

ぎ

り
､

明

治
後
期
に

お

い

て

少
な

く

と

も

大
阪

､

京
都

､

石
川

､

愛
知

､

香
川
の

府
県
で

実
施
さ

れ

て

い

た
｡

し

か

し

調
査
方
訟

や

分

類
基
準
が
バ

ラ
バ

ラ

で
､

ま
た

蔵

書
が

不

完
全
で

あ
る

た

め
､

各
府
県
の

調
査

結
果
を

比

較
検
討
す
る

こ

と

は

か

な

り

困
難
で

あ
る

｡

以

下
､

大
阪

､

京

都
､

石
川
の

三

府
県
に

つ

い

て
､

そ

れ
(

2
〕

ぞ

れ

の

調
査
結
果
を

検
討
し

て

み

た
い

｡

(

1
)

権
田

保
之

助

『

日

本

教

育

統

計
』

､

一

九
三

八

年
､

三
一

国

頁
｡

(

2
)

香

川

県

に

つ

い

て

は

新

聞

『

日

本
』

(

明

治

三

六

年
一

二

月

一

〇

日
)

で
､

愛

知
県
に

つ

い

て

は

愛
知

教

育

会

事

務

所

編

『

戦

後
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社

会

教

育
二

閑
ス

ル

調

査
』

(

明

治
三

九

年
)

で

調
査

の

行
わ

れ

て

い

た

こ

と

を

知
っ

た

が
､

原
本

に

当
っ

て

い

な
い

の

で

こ

の

ノ

ー

ト

で

は

省
略
す
る

｡

l
､

大
阪
府
の

壮
丁
リ

テ

ラ
シ

ー

調
査

明

治
三

三

年
か

ら

毎
年
実
施
さ

れ

て

い

た
｡

各
年

度
の

読
み

書
き
の

問

題
内

容
と

程
度
は

だ
い

た
い

つ

ぎ
の

よ

う
で

あ
っ

た
｡

｢

中
学
卒
業
卜

同
等
ノ

学
力
ヲ

有
ス

ル

者
二

封
シ

テ
ハ

簡
易
ナ
ル

漢
文

(

日

本
外
史

､

近
古
史
談

､

中
撃
漢
文
讃
本
)

宕
ク

ハ

和
文
ヲ

講
讃
セ

シ

メ

タ
〓

ソ

高
等
小

畢
卒

業
卜

同

等
ノ

学
力
ヲ

有
ス

ル

者
二

封
シ

テ
ハ

高
等
小

学
第

四

単
年
現
行
大
阪
府
小

学
校
教
科
書
(

高
等
小

拳
固
語
讃
本
)

ヲ

講
讃
セ

シ

メ

タ
リ

尋
常
小

学
卒
業
者
ク
ハ

高
等
小

学

第
一

､

第
二

畢
年
修
了
者
二

封
シ

テ

ハ

各
相
雷
撃
年
ノ

現
行
大
阪
府
小

筆
校

数
科
用
書
…

…
ヲ

講
讃
セ

シ

メ

タ

リ
｡

尋
常
小

革
卒
業
卜

同
等
ノ

学
力
ヲ

有
ス

ル

者
二

封
シ

テ
ハ

尋
常
小

学

卒

業
者
卜

同
様
ノ

書

撃
∵

依
り

其
畢
カ
ヲ

試
ミ

､

其
他
ノ

モ

ノ
ニ

封
シ

テ

ハ

仮
名
宕
ク
ハ

極
メ

テ

簡
易
ナ

ル

漢
字
交
り

文

(

天
､

地
､

人
､

金
銭
等

ノ

日

常
最

多
ク

用
テ
ル

漢
字
ヲ

交
へ

タ

ル

モ

ノ
)

ノ

短
句

ヲ

讃
マ

シ

メ

タ

リ
+

｡

こ

れ

は
三

六

年
度
の

｢

読
み

方
+

の

問
題
内
容
の

一

部
で

あ

る

が
､

同
年
度
の

｢

書
き

方
+

の

問
題
は

｢

小

票
ヲ

興
へ

之
レ

ニ

自
己
ノ

任
所
氏

名
及
身
長
等
+

を

書
く

と
い

う
内
容
で

あ
っ

た
｡

単位%

( 6 9 ) 研 究 ノ ー ト

第 2 表 各 府 県 の 就 学率

大 阪 l 京 都 l 石 川 l 全 国
県

年次

6 1 . 9 9

6 0 . 3 1

6 3 . 0 0

6 4 .
2 8

6 5 . 1 4

6 6 . 7 2

7 3 . 9 3

7 4 . 7 6

7 7 . 1 5

7 6 .
6 5

7 9 . 0 0

8 0 . 6 7

8 2 . 4 2

8 5 . 0 6

9 0 . 3 5

9 3 . 7 8

08
-

h

U9

6 9 . 0 5

7 3 . 8 4

7 8 . 4 4

7 9 . 7 2

8 0 . 8 7

8 1 . 5 3

8 2 . 8 4

8 2 . 2 4

83 . 8 0

8 乙 7 9

8 6 . 1 8

8 6 . 2 (;

S 6 . 3 7

8 7 . 9 7

9 1 . 2 2

9 3 . 3 与

9 6 . 2 9

6 7 . 0 3

6 0 . 4 1

6 0 . 7 6

62 . 2 2

6 2 . 7 2

6 5 . 8 0

7 9 . 4 3

7 5 . 7 1

7 4 . 4 7

7 8 . 6 1

8 1 . 0 6

8 3 . 7 9

8 5 . 4 8

8 8 . 0 4

9 4 . 8 2

9 6 . 4 7

9 7 . 3 1

6 4 . 6 6

5 3 . 2 6

57 . 5 4

8 9 . 9 8

6 1 . 5 1

6 ブ. 3 5

6 7 . 7 3

6 6 . 1 9

7 (; . 6 3

7 5 . 2 8

7 8 . 2 9

8 0 . 0 2

8 0 . 8 7

8 3 . 7 7

8 9 . 3 5

9 1 . 7 1

9 3 . 5 1

明治 1 9

02

l(リ
】

2
(

ソ
一

39
〟

A
-2

■

ヘ
リ2

62

72

82

92

03

13

32

33

34

3占

1) 各年度 『帝 国統 計年鑑』 よ り作成 .

各
年

度
の

調
査
結
果
ほ

第
1

表
の

よ

う

に

た

る
｡

中
学

卒

業
者
に

代
表
さ

れ

る

相
対

的
に

高
い

リ

テ

ラ
シ

ー

層
が

厚
く

な

り
､

自
分
の

氏
名
も

書
け

ぬ

低
い

リ

テ

ラ
シ

ー

層
が

激
減

し
て

い

る
｡

尋
常

エ
ロ

同

等
小

学
卒

業
者
の

よ

う
な

中
レ

ベ

ル

の

リ

テ
ラ

シ

ー

層
の

比

率
が

そ

れ

ぞ

れ

増
加
し

､

こ

れ
に

は

ぼ

反
此

例
し
て

｢

同
等
ノ

学
力
ヲ

有
ス

ル

者
+

の

比

率
が

減

少
し
て

い

る
｡

こ

の

こ

と
ほ

初
等
(

義
務
)

教
育
制

度
が

確
立

し
､

全

階
層
の

子
弟
を

制
度
の

枠
内
に

組
込
み

は

じ

め

た
こ

と

を

示

唆
し
て

い

る
｡

ま
た

｢

棺
講
書
算
ヲ

偽
シ

得
ル

者
+

の

数
字
が

ほ

と

ん

ど

変
化
し
て

い

な
い

の

も

注
目
さ

れ

る
｡

し

か

し

全
体
的
に

み
て

諸
階
層
の

リ

テ

ラ

シ

ー

が

量
的

､

質

的
に

向
上
し

ほ

じ

め
た

よ

う
で

あ

る
｡

】7

徴

兵
壮
丁

ほ

そ
の

年
次
の

一

〇
～

一

四

年
前
の

就
学
者
に

3 4



職業別 学 歴 と学 力 と の 対 照 表
( 明治 4 4 年大阪府) 歩合 = %

高等小学校卒
業者

尋常小学校卒
業者

多少学歴 ア ノレ者

人 数l 歩 合

未就学者

人数F 歩 合

3 4

69

1 01

商

業

1 8 8

1 0 4

1 7

6 0 . 8 4

3 3 . 6 (;

5 . 5 0

小 計 3 0 9 1 0. 5 5 3 7 7 1 2 . 8 7

1 0 0 . 0 0

0

0

2 8 . 5 7

7 1 . 4 3

0

1
,
2 3 5

1 6

1 6

9

3 7 . 5 0

4 0 . 0 0

2 2 . 5 0

1 2

2 0

1 2

27 . 2 7

4 5 . 4 5

2 7
.
2 7

3

6

1 5

1 2 . 5 0

2 5 . 0 0

6 2 . 5 0

3 5

4 7

36

小計 2 . 5 4 5 . 9 3 4 0 3 3 . 9 0

庶

業

3 4 3

1 4 3

9

6 9 . 2 9

2 8 . 8 9

1 . 8 2

8 2

5 3

7

5 7 . 7 5

3 7 . 3 2

4 . 9 3

1 2 9

6 6

1 7

6 0 . 8 5

3 1 . 1 3

8 . 0 1

4 4

6 8

1 6

1 3

3 7
.
2 9 乏4 2 0 . 3 3 1 1 8

29 . 6 6

39 . 83

3 0 . 51

1
.
1 3

7 0 . 1 0

1 6 . 5 0

1 3 . 4 0

小計 49 5 5 0 . 1 6

甲

乙

丙

小 計

4 (;

1 (i

2

6 4

7 1 . 8 8

2 5 . 0 0

3 . 1 3

7 . 1 5

1 4 2

55

3 2

6

9 3

1 4 . 3 8 2 1 2 2 1 . 4 8 9 7 9
.
8三i

6

6

2 9

4 1

1 4 . 6 3

1 4 . 6 3

7 0 . 7 3

6 2 8

2 8 4

7 5

6 3 . 6 3

2 8 . 7 7

7 . 6 0

4 . 1 与 9 8 7 9 . 4 9

5 9 . 1 4

3 4 . 4 1

6 . 4 5

1 0 . 3 9

1 2 8

1 5 2

4 5

3 2 ∈〉

3 9 . 3 8

4 6 . 7 7

1 3 . 8 5

3 6 . 3 1

1 0 4

9 4

4 1

2 3 9

43
. 5 1

39 . 3 3

1 7 . 1 6

2 6
. 7 0

4 0

6 2

7 2

1 7 4

2 2 . 9 9

3 5 . 6 3

4 1 . 3 8

1 9 . 4 4

1
,
4 0 7

6 8 3

7 6

6 4 . 9 6

3 1 . 5 3

3 . 5 1

7 8 1

6 0 1

1 1 9

5 2 . 0 3

4 0 . 0 4

7 . 9 3

1
,
8 0 2

1
,
6 0 8

6 1 3

4 4 . 7 9

3 9 . 9 7

1 5 . 2 4

1
,
0 三≡1

6 5 0

2 7 3

小計 2
,
1 6 6 2 0 . 8 3 1

,
5 01 1 4 . 43 4

,
02 3 3 8 . 8 9 1

,
9 4 4

5 2 . 5 0

3 3 . 4 4

1 4 . 0 4

1 8
.
6 9

2 1 1

2 3 3

3 2 1

2 7 . 5 8

3 1 . 7 6

4 0 . 6 5

7 . 3 5

3 73

3 5 6

1 6 6

8 9 5

5
,
2 2 2

3
,
7 8 5

1
,
3 9 2

1 0
,
3 9 9

4 1 . 6 8

3 9
. 78

1 8 . 5 5

8 . 6 1

6 仇 2 2

3 (;
.
4 0

1 3
.
3 8

1 0 0 . 0 0



( 7 1 ) 研 究 ノ ー ト

あ
た

る
｡

第
l

､

4
､

6
､

7

表
の

年
次
に

相

応
す
る

期
間
の

男
性
の

就

学

率
ほ

第
2

表
の

よ

う
に

な
る

｡

就
学
率
は

そ
の

年
次
の

初
等
教
育
制
度

の

普
及
度
の

指
標
で

あ
る

｡

第
1

表
の

｢

尋
常
小

学

卒

業
一

同

等
ノ

学

力
+

以

上
の

各
リ

テ

ラ
シ

ー

層
を

加
算
し

た

数
字
と

第
2

表
の

大
阪
府
の

相
応
す
る

年
次
め

数
字
と

は
か

な

り
の

相
関
性
が

み

ら
れ

る
｡

そ

れ

で

ほ
､

就
学
率
の

数
字
ほ

そ
の

ま

ま
一

〇
I
二

四

年
後
の

リ

テ
ラ
シ

ー

の

数
字
に

反
映
さ

れ
る

の

だ

ろ

う
か

｡

四

〇
年
度
以

降
職
業
別
学
力
調
査
も

行
わ

れ

る

よ

う
に

な

る
｡

｢

壮
丁

中
小

単
数
育
ヲ

受
ケ

タ

ル

モ

ノ

及
未
就
学
者
+

を

対

象
に

し
て

､

職
種
に

よ
っ

て

学
力
が

ど
の

よ

う
に

進
歩
(

甲
)
､

維
持
(

丙
)

､

あ

る
い

は

退
歩

(

丙
)

し
て

い

る
か

を

調
べ

て

い

る
｡

四

四

年
度
の

調
査

結
果
を

第
3

表

と

し
て

か

か

げ

る
｡

職
業
別
に

学
歴
を

み

る

と
､

庶
業
(

官
吏

､

会
社
銀
行
員
な

ど
の

新
興

型
階
層
)

､

商
業
に

高
等
小

学
卒

業
者
が

多
く

､

と

く
に

庶
業
で

は

五

〇

%
に

も

達
し
て

い

る
｡

漁
業

､

労
力
(

職
工

階
層
)

で

は
､

尋
常
小

学
卒

業
者
以

下
の

低
い

学
歴
の

者
が

八

〇
モ

九
〇
%
に

も
の

ぼ
っ

て

い

る
｡

農

業
､

工

業
(

職
人
階
層
)

に

は

尋
常
小

学
卒
業
者
が

単
独
で

四

〇
%
強
に

な
っ

て

い

る
｡

学

歴
に

お

い

て

庶
業

､

商
業
と

漁
業

､

労
力
と
の

中
間
に

農
業

､

工

業
は

位
置
し

て

い

る
｡

第
3

表
で

も
っ

と

も

特
徴

的
な
の

は
､

学
歴
の

高
さ

に

ほ

ぼ

比

例
し

て

学
力
が

進
歩
し
て

い

る

こ

と

で

あ

る
｡

た

と

え

ば

高
等
小

学
卒
業
者
で

は

甲
の

比

率
が

六

〇
%
を
こ

え

て

い

る

の

に

た
い

し
､

未
就
学
看
で

は
三

〇

%
を

わ
っ

て

い

る
｡

そ
の

た

め

庶
業

､

商
業

､

工

業
､

農
業

､

労
力

､

漁

業
の

恨
序
に

甲
の

数
字
が

並

ん
で

い

る
｡

四

〇
年
度
報
告
に

お
い

て

｢

各

壮
丁
筆
力
ノ

持
額
卜

進
歩
ト
ハ

庶
業
二

従
事
セ

ル

モ

ノ

最
モ

佳
良
ニ

シ

テ

商
業
之
二

次
キ

漁
業
ハ

最
モ

不

良
ナ

リ
+

と

指
摘
さ

れ

て

い

る
こ

と
が

､

四

四

年
度
の

結
果
に

も

そ
の

ま

ま

あ
て

は

ま
る

｡

第
3

表
で

は

尋

常
卒
業
者
の

丙
の

比

率
は

一

五

%
で

あ

る
｡

三

三

年
度

報
告
は

｢

義
務
教
育
ヲ

卒
へ

タ
ル

者
ニ

シ

テ
…

…

四
ケ

年
間
ノ

教
授
ヲ

殆

ン

ト

無
効
二

蹄
セ

シ

メ

タ
ル

者
ハ

百
中
十
六

人
七

分
八

厘
ノ

比

例
二

宮
レ

リ
+

と

の

ぺ

て

い

る
｡

一

〇
年
後
も

ほ

と

ん

ど

変
化
し
て

い

な
い

｡

就
学

者
で

卒
業
後
に

学
力
を

低
下
さ

せ

る

者
が

か

な

り

多
い

こ

と
が

わ
か

る
｡

い

っ

ぼ

う
､

未
就
学
着
で

も

職
種
に

よ
っ

て

は

学
力
の

進

歩
を

み
せ

て

い

る
｡

と

く

に

商
業
で

は

五

〇
%
を
こ

え

て

い

る
｡

｢

多
少
学
歴
ア

ル

者
+

で

も

五

〇
%
が

甲
で

あ
る

｡

つ

ま
り

リ

テ

ラ
シ

ー

の

底
辺
層
の

か

な

り
の

部
分
が

義
務
教
育
水
準
以

上

に

リ

テ

ラ
シ

ー

を

向
上

さ

せ

て

い

る
｡

第
1

真
に

お

い

て

｢

精
読
寄

算
術
ヲ

為
シ

得
ル

者
+

の

数
字
が

一

〇
年
間
不

変

な
の

は
､

一

部
の

低
学
歴
層
の

リ

テ

ラ
シ

ー

が

義
務
教
育
以

下
に

低
下
し

て

い

る

こ

と
の

半
面

､

無
学
歴
層
や

低
学

歴
層
の

り
.

チ

ラ
シ

ー

が

上

昇
し

て

き

た
こ

と

を

示

し
て

い

る
｡

こ

の

与
フ

に

職
種
に

よ
っ

て
､

学
歴
に

よ

っ

て
､

あ

る
い

は

両
者
の

組
合
せ

に

よ
っ

て
､

各

階
層
の

成
員
の

リ

テ

ラ

シ

ー

は

進
歩

､

維
持
あ
る

い

は

退
歩
と
い

う
よ

う
に

複
雑
に

変
化
し
た

｡

し

か

し

全
般
的
に

み
て

､

明

治
後
期
の

大
阪
府
に

お
い

て
､

徴

兵
壮
丁
の

サ

テ

ラ

シ

ー

は

就
学
者
の

上

昇
率
ほ

ど
は

高
く
な

か
っ

た

に

し

て

も
､

そ

れ
に

近
い

数
字
で

向
上

し

た

と

推
測
さ

れ
る

｡

就
学
率
と

リ

テ

ラ
シ

ー

と

は
か

な
り

強
い

相
関
関
係
に

あ

る

こ

と

は

ま

ち
が

い

な
い

｡

2
､

京
都
府
の

壮
丁
リ

テ

ラ
シ

ー

調
査

3 卓9

｢
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橋論叢 第六 十
一

巻 第 三 号 ( 7 2 )

第4 表 京都府 の 壮 丁 リ テ ラ シ ー

調 査

単 位%

壮丁百人 中全
ク読書算 ヲ解
セ ゲ ル モ ノ ト

認 メ タ ル モ ノ

ノ歩合

7 . 5

7 . 1

7 . 1

4 . 0

5 . 0 2

4
. 7 9

3 . 4 0

2
. 6 2

2
, 6 2

1
. 5 5

2
. 0 9

壮 丁百人 中精
読昔算 ヲ解 ス

ル モ ノ ト認 メ

タ ノレ モ ノ ノ歩
合

2 7 . 0

2 7 . 8

3 0 . 4

4 1 . 2

3 9 . 4 7

3 9 . 1 2

2 2 . 6 9

2 8 . 0 9

2 4 . 2 7

1 6 . 7 2

2 5 . 9 0

壮丁 百人 中義
務教 育以上 ノ

学力 ヲ有 ス ル

モ ノ ト認 メ タ

ノレ モ ノ ノ歩合

6 5 . 1

6 5 . 1

8 2 . 5

6 4 . 8

5 5 . 6 1

6 6 . 0 8

7 3 . 9 1

6 8 . 4 8

7 3 . 1 8

8 1 . 7 3

7 2 . 0 1

次
年

明治 3 6

3 6

3 7

3 ∈i

3 9

4 0

4 1

42

4 3

4 4

4 さ

1) ｢楷読書算 ヲ解 ス ル モ ノ+ とは ｢尋 常小学 校 第二

学 年修 了及 同等以上 ノ学力 ヲ程度 ト ス + ( 43 年度報
告)

2) ｢全 ク読書算 ヲ辞 セ ゲル モ ノ+ と は 自分 の 氏名も
書 けな い 程度 の 者 と考 え られ る .

3) 各年度 『京都府管内徴兵壮丁教育程度調査報告』
よ り作成 .

り

(

算
術
)

米
二

石
五

斗
賓
リ

タ
ル

ニ

ナ

ホ
一

石
八

斗

琴
フ

バ

､

細

初
ノ

有
高
ノ

半
分
ニ

ナ
ル

べ

シ

ト
｡

初
ハ

幾
ラ

ア

リ

シ

カ

3

0
尋

常
二

学
年
修
了
程
度
(

国
語
)

赤
十

字
し

や
｡

日

本
の

こ

っ

き

(

算
術
)

一

週
間
に

四

囲

式
拾
鏡
の

ち

ん

せ

ん

を

と
る

人

は
､

一

日

に

な

ら
し
い

く
ら

ち
ん

せ

ん

と
る

こ

と
に

な
る

か
｡

な

お
､

国
語
の

問
題
ほ

音
読
し

解
釈
す
る

こ

と

で

あ
り

､

算

術
の

問

題
は

た

だ

解
答
を

だ
せ

ば

よ

か
っ

た
｡

各
年
度
の

調
査

結
果
は

第
4

表
の

よ

う
に

な
る

｡

第
4

表
に

お

い

て

と

く
に

注
目
さ

れ

る

の

ほ
､

リ

テ

ラ
シ

ー

の

底
辺
層
が

漸
減
し

て

い

る
こ

と

で

あ
る

｡

四
三

年
度
報
告
も

｢

無
教
育
者
ノ

漸
次
減
少
セ

ル

モ

亦
喜
フ

ヘ

キ

現
象
ナ

リ
+

と

の

べ

て

い

る
｡

全
体
的
に

リ

テ
ラ

シ

ー

は

年
々

少
し

ず
つ

向

上

し

て

い

る
｡

｢

義
務
教
育
以
上

ノ

学
力
ヲ

有
ス

ル

者
+

の

数
字

京
都
府
で

は

明
治
三

四

年
か

ら

実
施
さ

れ

て

い

た
｡

四
二

年
度
の

国
語

､

算
術
の

各
学
力
程
度
に

お

け

る

代
表
的

問
題
内
容
は

そ

れ

ぞ

れ
つ

ぎ

の

よ

う
で

あ
っ

た
｡

○
高
等
小

学
校
卒

業
春
慶
(

国
語
)

我
ガ

神
聖
ナ
ル

整
示

ノ

遺
訓
卜

我
ガ

光
輝
ア

ル

国
史
ノ

成
跡
ト
ハ

柄
ト
シ

テ

日

星
ノ

如
シ

(

算
術
)

父
と

子

と

の

年
齢
の

和
五

十
一

年
母
と

子

と
の

年
齢
の

和
四

十
五

年
父
母

年
齢
の

和

七

十
二

年
な

り
｡

年
齢
各
如
何

○
高
等
二

学
年
修
了
程
度
(

国
語
)

知
能
ヲ

啓

寧
ン

徳
券
ヲ

成
就
ス

(

算

術
)

五

分
利
附
額
面
武
拾
五

園
の

国
庫
債
券
七

枚
を

所
有
せ
る

人

は
､

一

ケ

年
幾
ら
の

利
子
を

得
る

か

○

尋
常
小

学
校
卒
業
確
度
(

国
語
)

要
捌
所
は

韓
国
及
満
州
に

も

設
け

た

と

第
2

真
の

相
応
す
る

年
次
の

就
学

率
の

数
字
と

は
ほ

ぼ
一

致
し

て

い

る
｡

｢

稗
読
書
算
ヲ

解
ス

ル

者
+

の

数
字
を

加
算
す
れ

ば
､

就
学
率
の

数
字
を

大
幅
に

上

ま

わ

る

こ

と

に

な

る
｡

京
都

府
の

職
業
別
学
力
調
査
は

少
な

く
と

も

明

治
四
二

年
か

ら

実
施
さ

れ

た
｡

四
三

年
度
の

調
査
結
果
は

第
5

真
の

よ

う
に

な
っ

た
｡

第
3

表
に

か

か

げ
た

大
阪
府
の

調
査

結
果
と

ほ

ぼ

同
様
の

こ

と
が

第
5

表
の

各
職
業

と

学
力
の

関
係
に

つ

い

て

も
い

え

よ

う
｡

大
阪
に

く
ら
べ

尋
常
小

学
卒
業

以

上
の

学
力
者
の

低
下

率
が

高
い

こ

と
､

逆
に

未
就
学
者
や

中
途
退
学
者

の

学
力
の

上

昇
率
が

高
い

こ

と

な

ど

が
､

第
5

表
が

第
3

表
と

相
違
す
る

点
で

あ

ろ

う
｡

と

く
に

も
っ

と

も

人

数
の

多
い

尋
常
小

学
卒
業
者
の

三

〇

%
弱
が

､

さ

ら
に

高
等
小

学
卒
業
で

ほ

五

〇
%

近

く
が

学
力
を

低
下
さ

せ



第 5 表 職業別 学歴 と学力 と の 対 照 表

( 明治 43 年京都府) 歩合 = %

｢
( 7 3 ) 研 究 ノ ー ト

㌫
学歴

高等小学校卒
業者

高等二 学年修
了者

尋常小学校 卒
業者

多少学歴 ア ル 者

市

未就 学者 合 計

蒜＼ 人 数l 歩 合 人 数一歩 合 人 数l 歩 合 人 数l 歩 合 人 数1 歩 合

農

業

上昇 3 6 6 .
8 4 97 7 . 64 3 1 14 . 4() 2 6 3 7 . 6 8 1 9 0 6 . 65

胡当 4≦汀 5 4 . 9 6 3 0 8 5 8 . 5 6 8 02 6 3 . 1 5 1 5 7 7 3 . 3 6 4 3 6 2
.
3 2 1

,
7 3 7 e O

.
89

低下 3 5 0 4 5 . 0 4 1 8 2 34 . 6 0 3 71 2 9 . 21 2 6 1 2 . 1 5 9 2 9 3 2 . 5 4

小計 7 7 7 2 7 . 2 1 5 2 8 18 . 4 1 1
,
2 7 0 4 4 . 4 7 21 4 7

.
4 9 6 9 2 . 4 2 2

,
8 5 6 3 6 . 3 4

商

業

上昇 3 7 1 0 . 0 0 9 6 1 3 . 9 7 5 8 3 3 . 5 3 5 3 8 1 . 5 4 2 4 4 1 4 . 2 6

相 当 2 1 5 5 1 .
6 8 22 6 61 . 0 8 4 3 7 6 3 . 6 1 1 1 2 64 . 7 4 1 2 1 8 . 4 6 1

,
0 0 2 5 8

.
5 6

低 下 2 0 1 4 8 . 3 2 1 0 7 28 . 9 2 1 5 4 2 2 . 4 2 3 1 .
7 3 4 6 5 2 7 . 1 8

小計 4 1 6 2 4 . 3 1 37 0 2 1 . 6 2 6 8 7 4 0 . 1 6 1 7 3 1 0 .
1 1 6 5 3 .

8 0 1
,
7 1 1 2 1 . 7 7

工

業

庶

業

上昇 2 5 8 . 5 0 8 1 8 . 0 4 1 0 4 2(;.
8 0 1 6 5 8 1 .

2 8 3 7 5 1 7 . 8 7

相当 7 5 3 6 .
4 1 1 5 5 6 2 . 7 2 5 8 5 5 8 . 0 9 2 7 5 7 0 . 8 8 3 8 1 8 . 7 2 1

,
1 2 8 5 3 . 5 2

低下 1 3 1 8 3 .
5 9 1 1 4 3 8 . 7 8 3 4 1 3 3 . 8 7 9 2 . 3 2 5 9 5 2 8 . 6 1

小計 2 0 6 9 .
8 2 2 9 4 1 4 . 0 1 1

,
0 0 7 4 乱 0 0 3 8 8 1 8 . 4 9 2 0 3 9

.
6 8 2

,
0 9 8 2 6 . 7 0

上昇 2 9 2 6 . 6 1 2 8 2 4 . 7 8 9 4 2 . 8 6 1 5 7 8 .
9 5 8 1 1 4 . 7 8

相当 1 7 7 6 1 . 89 5 0 4 5 . 8 7 6 3 占5 . 7 ∈i 1 2 5 7 . 1 4 4 2 1 . 0 5 3 0 6 5 5 .
8 4

低下 1 0 9 3 8 . 1 1 S O 2 7 . 5 2 2 2 1 9 . 4 7 0

2 1

0 1 6 1 2 9
.
3 8

小計 2 8 6 5 2 . 1 9 1 0 9 1 9 . 8 9 1 1 3 2 0 . 8 2 3 . 8 3 1 9 8 .
4 7 5 4 8 6 . 9 7

労

力

上昇 2 3 . 2 8 1 7 5 . 9 9 3 9 2 6 . 1 7 4 2 4 3 . 3 0 1 0 0 1 5 . 4 8

相当 2 3 4 1 . 8 2 3 9 6 3 . 9 3 1 4 7 5 1 . 7 6 1 0 3 6 9 . 1 3 5 5 5 6 .
7 0 3 6 7 5 6 . S 三三

低下 3 2 6 8 . 1 8 2 0 3 2 . 7 9 1 2 0 1 9
.
4 7 7 4 . 7 0 1 7 9 2 7 . 7 0

8 . 2 2
小計 6 5 8 . 5 1 6 1 9 . 4 4 2 8 4 4 3 . 9 6 1 49 2 3 . 0 7 97 15 . 0 2 6 4 6

計

上昇 1 2 9 臥 4 8 3 1 9 9 . 4 9 2 41 25 . 5 0 3 0 1 66 . 4 5 9 9 0 1 2 . 6 9

相 当 9 1 7 5 2
.
4 7 77 8 5 7 . 2 1 2

,
03 4 6 0 .

5 2 6 5 9 69 . 7 4 1 5 2 3 3 .
5 5 も 5 4 0 5 7 . 7 8

低下 8 2 3 4 7 . 5 3 4 5 3 3 3 . 3 1 1
,
0 0 8 29 . 9 9 4 5 4 . 7 6 2

,
3 2 9 2 9 . 6 3

小 計 1
,
7 4 0 2 2 . 1 4 1

,
3 6 0 1 7 . 3 1 3 . 3 6 1 4 2 . 7 7 9 4 5 12 . 0 2 4 5 3 5 . 7 6 7

,
8 5 9 1 0 0 . 0 0

1) 学歴 の うち高等小学卒業者 で iま学 力の 上昇に つ い て , 未就 学看 で iま学力の 低下に つ い て の 調査が 行あ れ

て い な い
.

2 ) ｢ 多少学歴ア ル 者+ とほ 尋常小学校半途退学者 の こ と ･

3 ) 明治 4 3 年度 『京都府管内徴兵壮丁教育程度調査 報告』 よ り作成 ･

て

い

る

点
が

注
目
さ

れ

る
｡

各
職

業
に

お

い

て

も
､

大
阪
に

く
ら
ぺ

低
下
率
が

高
く

､

そ
の

数
字
は

上

昇
率
を

上

ま

わ
っ

て

い

る

ほ

ど
だ

｡

明

治
末
期
に

は

各
種
の

社
会
教

育
が

活
発
に

な
っ

て

き

た
｡

こ

れ

は

就
学
者
の

卒
業
後
の

学
力
低
下

を

防
止

す
る

目
的
を

も
っ

て

い

た
｡

四
三

年

度

報

告
は

｢

補

習

教

育

ハ

統
計
上

大
二

進
歩
シ

タ

ル

カ

如

シ

ト

雄
モ

､

賓
際
壮
丁
ノ

之
ヲ

受

ク
ル

モ

ノ

割

合
二

少
ク

､

慣
令
之

ヲ

受
ク

ル

コ

ト

五

六

年
二

及
フ

モ

更
二

学
力
ノ

進
歩
セ

サ
ル

モ

ノ

ア

リ
+

と
の

ぺ

て

い

る
｡

社
会

教
育

活
動
を

も
っ

て

し

て

も
､

諸

階
層

の

リ

テ
ラ

シ

ー

低
下
は

防
止

困
難

で

あ
っ

た

と

思
わ
れ

る
｡

壮
丁
教

育
調
査
で

職
業
別
の

学
力
の

進
歩

､

低
下
な

ど

を

調
査
し

は

じ

め
た

の

も
､

関
係
当

局
が
こ

の

学
力
の

低

下
の

傾
向
を

憂
慮
し

は

じ

め

た

か

ら

で

あ

る
｡

し

か

し

未
就
学

者
な

一丁
⊥

ど

学
歴
の

低
い

者
の

リ

テ

ラ
シ

ー

朗
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第 6 表 石 川 県 の 壮 丁 リ テ ラ シ ー

調 査 と 体格 調査

%ニ合歩

計

ヲ

サ

ル

者

読
書
算
ヲ

知

ナ

シ

得
ル

着

荷
読
書
算
ヲ

卒
業
ノ

者

尋
常
小

学
未

業
ノ

者

尋
常
小

学
卒

卒
業
ノ

者

高
等
小

学
未

業
ノ

者

高
等
小

学
卒

ノ

者
中
学
兼
卒
業

上
ノ

者

中
学
卒
業
以

撼

＼
5

,
9 8 8

1 0 0

5
,
5 2 5

1 00

4
,
1 1 3

3
,
8 4 6

A
T41

2 . 4 0

9 0

1 . 6 3

6 5

3 1

4 5 . 1 4

3 4 . 4 4

771

2 . 9 5

1 4 4

2 . 6 0

1 0 2

9 2

5 7
. 6 3

6 3 . 9 0

E
U関

8
.
91

4 4 7

8
. 09

3 3 4

2 8 2

6 2 . 4 3

8 3 . 0 9

2
,
3 9 3

3 9 . 9 6

2
,
2 4 4

4 0 . 6 1

1
,
66 7

1
,
5 9 3

6 9 . 6 6

7 0 . 9 9

1
,
2 0 5

2 0 . 1 2

1
,
0 6 1

1 9 . 2 0

8 5 9

7 7 1

7 1 . 2 9

1
,
0 2 0

1 7 . 0 3

1
,
0 4 8

1 8 . g 7

7 4 7

7 6 5

7 3. 2 3

7 3 . 0 0 1 7 2 . 6 7

-

+〔
U32

▲リ

ー
93

2 1 8

3 . 9 4

1 6 5

1 5 0

7 0 . 2 1

6 3 . 8 0

972

6
∧
h

U

A
-

ウ
リ72

4 . 9 8

1 7 4

1 6 2

6 2 . 3 7

5 9 . 3 4

人
員
二

歩
合

人
員

一
歩
合

四

三

年

四

四

年

壮

丁

検

査

人

員

四

三

年
四

四

年

甲
乙
両
穐
人
員

≡善書矧≡
四

年

カギ土 二 両比
ノ丁対使
者検 ス 人

1 ) ｢ 読書算 ヲ知 ヲ サ ル 者+ とは 自分 の 氏名を 書け な い 者 と考 え られ る .

2 ) 明治 4 4 年虔 『壮丁教育成頒取調書』 よ り作成 .

の

向
上
に

ほ

た

し

た

社
会
教
育
の

役
割
は

､

京
都
府
の

ば

あ
い

で

も

軽
視

朋

で

き

な
い

と

思
う

｡

3

京
都
府
の

徴
兵
壮
丁
の

リ

テ

ラ
シ

ー

は

就
学

者
の

上

昇
率
ほ

ど

は

高
く

な
い

に

し

て

も

大
阪
同
様
に

そ

れ

に

近
い

数
字
で

向
上

し
た

と

推
測
さ

れ

る
｡

な
お

こ

の

京
都
府
の

調

査
で

は

リ

テ

ラ
シ

ー

調
査
と

あ
わ

せ

て

壮
丁

の

社
会
意
識

､

生

酒
意
識

､

パ

ー

ソ

ナ
リ

テ
ィ

ー

な

ど
の

調
査
を

行
っ

て

い

る

点
が

注
目
さ

れ

る
｡

こ

れ

に

つ

い

て

は

別
の

機
会
に

整
理
し

て

み

た
い

｡

3
､

石
川
県
の

壮
丁

リ

テ

ラ
シ

ー

調
査

石
川

県
で

は
い

つ

か

ら

調
査
が

実
施
さ

れ
は

じ

め
た

の

か

わ

か

ら

な
い

が
､

少
な

く

と

も

明

治
四
三

､

四

四

年
に

は

実
施
さ

れ

て

い

た
｡

四

四

年

度
の

｢

読
み

方
+

の

問
題
内
容
は

各
教
育
程
度
に

お
い

て

だ

い

た
い

つ

ぎ

の

よ

う
で

あ
っ

た
｡

な
お

｢

書
き

方
+

の

問
題
は

自
分
の

住
所

氏
名
を

書

く
こ

と

で

あ
っ

た
｡

○

梢
読
書
算
ヲ

為
シ

得
ル

摩
度

｢

父
母
の

お

ん

を

わ

す
る

な
+

○

尋
常
小

学
卒
業
程
度

(

四

箇
年

寝
度
)

｢

雨
ほ

夜
中
に

ほ
れ

て
､

今

日

は

う
ら
1

か

な
る

天
気
な

り
｡

家
々

に

日
の

丸
の

旗
を

立
て

た

り
+

○

高
等
小

学
第
二

学

年
修
了
程
度

｢

孝
子
の

啓
我
が

家
に

あ

げ

よ
｡

金
剛
山
下

に

忠
士
あ

り
+

○

高
等
小

学
卒
業
程
度

｢

敵
の

軍
勢
山

野
に

満

ち
､

大
小

の

軍
旗
室

を

お

ほ

び
て

､

天
日

見
え

ず
と
の

報
に

接
し

､

大
将
白
岩
と

し

て

日

く
+

○

中
学
以

上

｢

嵯
峨
天
皇
は

経
兜
に

通
し

､

詩
文
を

巧

み

に

し
､

特

に

草
隷
の

書
に

長
し

給
へ

り
+

四

三
､

四

四

年
度
の

調
査

結
果
は

第
6

表
の

よ

う
に

な
っ

た
｡

大
阪

､



｢
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京
都
に

く

ら
ぺ

て

全
体
的
に

学
力
は

高
い

よ

う

で

あ

る
｡

高
い

就
学
率

(

第
2

表
参
照
)

の

反
映
で

あ

ろ

う
か

｡

壮
丁

教
育
調
査
は

徴

兵
検
査
の

さ
い

に

行
わ

れ

た

も
の

で

あ

る

か

ら
､

各
府
県
と

も

教
育
程
度
と

体

蒋
の

関
係
を

も

調
査
し
て

い

た
｡

第
6

表
に

は

石
川
県
の

学
力
程
度
と

体
樽
の

関
係
の

調
査

結
果
も

か

か

げ
て

お
い

た
｡

高
等
小

学
未
卒
業
者
を

中
心
に

小

学
関
係
者
に

甲
乙
の

比

率
が

大
き

く
､

リ

テ

ラ
シ

ー

の

高
い

層
と

低
い

層
に

は

甲
乙

の

比

率
は

小

さ
い

｡

大
阪
府

の

各
年
度
の

調
査
結
果
も
こ

の

石
川
県
と

基
本
的
に

同
一

で

あ

る
｡

四

二

年
度
の

大
阪
府
の

報
告
は

｢

中
学
卒

業
程
度
ノ

者
ノ

髄
格
不

良
ヲ

示
セ

ル

ハ

､

同
率
業
者
中
比

較
的
髄
椅
ノ

健
全
ナ
ル

者
ハ

重

三
牛
窓
願
兵
ト

ナ

リ

其
他
ノ

者
ガ

多
ク

普
通
壮
丁
ト

シ

テ

受
験
ス

ル

ニ

依
ラ
ン

｡

讃
書
算
術

ヲ

智
ブ

ザ
ル

者
ノ

健
棒
不

良
ヲ

示
セ

ル

ハ

､

住
所
食
物
職
業
等
低
度
ノ

生

活
状
況
ガ

身
髄

雪
目

二

影
響
セ

ル

ナ

ラ
ン

+

と
の

ぺ

て

い

る
｡

こ

れ
ほ

そ

の

ま

ま

石
川
県
に

も

適
合
す
る

こ

と

だ

ろ

う
｡

石
川
県
の

職
業
別
学
力
調
査
の

数
表
は

で

て

い

な
い

が
､

四

四

年
度

報

告
は

｢

一

般
二

商
工

業
二

従
事
ス

ル

モ

ノ

ハ

農
業
漁
業
労
働
的
作
業
二

従

事
ス

ル

者
ヨ

リ

モ

其
ノ

成
績
佳
良
ナ

リ

…

…

最
モ

劣
等
ナ
ル

ハ

漁
業
者
労

働
者
+

と
の

ぺ

て

い

る
｡

お

そ

ら

く

大
阪

､

京
都
と

大
差
な
い

結
果
が

で

た

も
の

と

思
わ

れ

る
｡

(

明

治
後
期
の

職
業
別
階
層
調

査

結

果
は

､

筆
者

が

し
っ

て

い

る

か

ぎ

り
､

こ

れ

ら
二

府
の

職
業
別
学
力
調
査
に

よ

る

も
の

と
､

明

治
四

一

年
の

『

東
京
市
々

勢
調
査
』

だ

け
で

あ
る
)

な
お

同
報
告
は

補
習
教
育
を

受
け

た

者
に

は

｢

履
修
シ

タ
ル

教
育
程
度

ノ

学
力
ヲ

維
持
ス

ル

ノ

ミ

ナ
ラ
ス

倫
畢
カ
ノ

増
進
シ

タ
ル

モ

ノ

多
シ

+

と

の

ぺ

､

補
習
夜
学
な

ど
の

社
会
教
育
制
度
の

拡
充
の

必

要
性
を

強
調
し

て

い

る
｡

そ

う
し
て

最
後
に

教
育
関
係
者
が
こ

の

調
査

結
果
を

教
育
上
の

参

考
資
料
に

し

て

い

る

と

付
言
し
て

い

る
｡

Ⅲ

壮
丁
リ

テ
ラ

シ

ー

調
査
は

一

府
県
の

青
年
男
子
の

リ

テ

ラ
シ

ー

を

知
る

に

ほ

最
適
の

史
料
で

あ
る

｡

ま
た

職
業
別
学
力
調
査
に

よ
っ

て
､

各

階
層

の

リ

テ

ラ
シ

ー

の

実
態
を

推
測
す
る
こ

と
が

で

き

る
｡

し

か

し

こ

れ

に

も

欠
陥
は

あ
る

｡

二

〇
歳
以

外
の

年
齢
層
や

女

性
の

リ

テ
ラ

シ

ー

が

わ

か

ら

な
い

｡

ま
た

一

府
県
に

限
定
さ

れ

て

い

る

た

め
､

全

国
的
な

実
態
を
つ

か

め

な
い

｡

さ

ら

に
､

郡
視
学
や

教
員
が

自
分
の

管
轄
内
の

調
査
官
で

あ
っ

た

た

め

に
､

実
態
以

上
の

報
告
を

し
た

こ

と

も

予
想
さ

れ

る
■｡

全
国
的
な

規
模
の

リ

テ

ラ
シ

ー

調
査
に

は
､

男
女
新
受
刑
者
の

調
査
が

あ
る

｡

各
府
県
の

監
獄
の

調
査
を

司
法
省
で

集
計
し

た

も
の

が

第
7

表
で

あ

る
｡

｢

全
ク

無
学
ノ

者
+

は

漸
減
し
て

い

る
｡

第
2

表
に

み

る

全
国
的

な

就
学
率
の

上

昇
が

第
7

表
に

も

反
映
し
て

い

る

よ

う
だ

｡

し

か

し

受
刑

者
の

教
育
程
度
や

リ

テ

ラ
シ

ー

は

全
般
的
に

低
い

｡

第
1

表
､

第
3

表
と

比

較
す
れ

ば

明
瞭
で

あ

る
｡

新
受
刑
者
は

無
産
音

階
級
出
身
者
が

多
く

､

正

規
の

教
育
を

受
け
た

者
が

少
な
か

っ

た

た

め

だ

ろ

う
｡

第
7

表
と

は

対

極
に

あ
る

の

が

第
8

表
に

か

か

げ

る

全

国
の

有
権
者
の

明

治
三

三

年
の

リ

テ

ラ
シ

ー

調
査
で

あ
る

｡

直
接
国
税

一

〇
円

以

上

の

納

税
者
で

あ

る

有
権
者
は

当
時
の

ハ

イ
レ

ベ

ル

の

資
産
者
階
級
と

い

え
る

｡

無
筆
者
の

比

率
は
ほ

と
ん

ど

ゼ

ロ

に

近
い

｡

か

れ

ら
の

多
く

が

各
種
の

教

育
制
度
の

恩
恵
を
こ

お

む
っ

て

い

た

た

め
で

あ

ろ

う
｡

資
産
の

有
無
が

リ

3

テ

ラ

シ

ー

に

あ

た

え

る

影

響
の

大
き
さ

を

第
7

､

第
8

表
は

示

唆
し

て

い

3 5
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第 7 表 新 受刑者 の リ テ ラ シ
ー

調 査

単位%

文字 ノ読 ミ

惹詣為 シ

l 喜
全 ク無学ノ

小学全科卒
業及 ヒ 之 レ

ト同等 ノ教
育 ア ル 者

中学卒菜以
上及 ヒ 之 レ

ト同等 ノ教
育 7 ル 者

3 2 0 . 3 7 . 2 3 0
. 5 6 2 . 0

3 3 0 . 4

0 . 4

6 . 8 3 1 . 3 6 2
.
5

3 4 5 . 5

6 . 0

3 1 . 5 62 . 6

3 5 0 . 4 3 4 . 与 59 . 1

3 6 ･ 0 . 4 5 . 0

5 . 2

3 8 . 6 5 6 . 0

3 7 0 . 5

0 . 9

4 2 . 6 5 1 . 7

3 8

3 9

4 0

4 1

7 . 4 4 2 . 4 4 9 . 3

0 . 8 8 . 6 4 3 . 4 4 7 . 2

0 . 7 8 . 7 4 5 . 0 4 5 . 6

0 . 7 9 . 4 4 5 . 7 4 4 . 2

1 ) 明治 4 2 年以降 も調査 は行 あ れ て い る 方;
, 分顆基準カミ変化

した た め
,

こ こ で は省 略 .

2) ｢全 ク無学 ノ者+ と は 自分の 氏名 が書 け な い 者 と み な さ れ る .

3) 各年度 『司法省監獄統 計年報』 よ り作成 .

第 8 表 有権者 の リ テ

ラ シ
ー

調査

有
(琵)

者
事発芽ヂ

府県

0 . 1 占

0
. 0 2

0 . 3 2

0 .
2 与

0 . 1 6

0 . 6 0

0 . 0 1

0 . 6 7

0 . 2 7

1 5 . 7 7

1 7 . 5 与

1 6 . 2 3

1 5 . 7 9

1 1 . 9 2

1 3 . 9 6

3
.
7 4

9 . 3 6

1 4 . 7 9

1 6 . 1 5

2 0 . 0 3

1 8 . 7 0

7 . 8 1

全 国

本州 中区計

本州北区計

本州酉区計

四 国 区 計

九 州 区 計

北 海 道

東 :京

大 阪

一京 都

石 川

岡 山

鹿 児 島

1 ) 明治 3 3 年 の 調 査 ,

2) 緩生 『最新軍隊 教育』 ( 明治 4 4

年) よ り作成 .

る
｡

な

お

束
京

､

大
阪
な

ど

人
口

の

多
い

府
県
で

無
筆
者
は
ぜ

ロ

に

な

以

っ

て

い

る

が
､

こ

の

原
因
は

わ
か

ら
ぬ

｡

3

壮
丁

教
育
調
査
の

さ

い

に

職
業
別
の

調
査
が

な

さ

れ

た
の

は
､

明

治

末
期
に

す
ぎ

ず
､

三

〇
年
代
に

ほ

な
さ

れ

て

い

な
い

｡

階
層
や

人

数
は

限
定
さ

れ
て

い

る

け
れ

ど

も
､

三

〇
年
代
前
半
の

職
工

階
層
の

リ

テ

ラ

シ

ー

調
査

が

あ
る

｡

そ

れ

ら
の

調
査

結
果
は

『

日

本
の

下

層
社
会
』

や

『

職
工

事
情
』

に

の

せ

ら
れ

て

い

る

が
､

こ

こ

で

は

後
者
に

で

て

い

た

日

本
紡
績
株
式
会
社
の

男
女
職
エ

の

リ

テ

ラ
シ

ー

調
査

を

第
9

表
と

し

て

の

せ

る
｡

同
書
は

｢

此

種
ノ

調
査

ハ

正

確
ヲ

期
ス

コ

ト

能
ハ

ス

ト

雉

モ

亦
以

テ

紡
績
職
エ

ノ

間
二

普
通
教
育
ノ

普
及
セ

サ
ル

コ

ト

ヲ

知
ル

ニ

足
ル
+

と

の

ぺ

て

い

る
｡

｢

読
書
算
循
ヲ

知
ラ

ザ
ル

者
+

が

三

三

年
の

大
阪
市
で
一

三

%
弱

､

大
阪
市
以

外
で

三

〇
%
弱
だ
っ

た

(

第
1

表
)

の

に

た
い

し
､

第
9

表
で

は
､

｢

仮
名
ヲ

読
､

､

､

得
ル

者
+

が

男
子

で

せ

い

ぜ

い

二

〇
I

ユ
ニ

○
%
前
後
に

す
ぎ

な
い

｡

同
書
の

の

ぺ

る
ご

と

く
､

職
工

階
層
に

は

教
育
制
度
の

恩
恵
を
こ

お

む
っ

て

い

る

暑
が

少
な

く
､

そ
の

リ

テ

ラ
シ

ー

は

き

わ

め
て

低
か
っ

た
の

で

あ

る
｡

一

〇
年
後
も

同

様
だ
っ

た
こ

と

は

第
3

表
か

ら

も

推
測
さ

れ

よ

う
｡

Ⅳ

以

上
､

明

治
後
期
の

リ

テ

ラ
シ

ー

調
査
を

大
ま

か

に

整
理

し
て

み

た
｡

い

ず
れ

の

調
査

も

限
界
性
を

も
っ

て

は
い

る

が
､

こ

れ

ら

を

相
互
に

検

討
す
る

こ

と
に

よ
っ

て

リ

テ

ラ

シ

ー

の

発

展
の

傾
向
が

若
干
浮
き

彫
り

さ
れ

て

く
る

よ

う
で

あ

る
｡

三

〇
年
代
以

降
リ

テ

ラ
シ

ー

は

量
､

質
と

も
に

飛
躍
的
に

上

昇
し
た

｡



第 9 表 紡 績職 工 の リ テ ラ シ
ー

調 査

予 無 学

同男女男口絵
数 二 対 ス ノレ 仮名 ヲ読 ミ

同男女別稔
数 二 対ス ル

割合
( % )

得 ル 者 割合
( % )

諒 ＼】 男 女 l 男

三 下
一 半 9 9 8 4 0 2 4

年 期

女 男 女 男 女

6 9 1 02 1 1 2 2 5 9

年

上

半
期

下

半
期

卜6室三[
41 4 0 6 1 2

3 6l 3 0 2 5 2 1 1 2 6

5 2 5 2 1 6 0 1 5 2 1

年

上
半
期

下
半
期

1 1 6 4 7 4 3 3 5 1 6 9 2 1 1 2 0 2 3

1 4 9 7 9 3 3 0 6 0 1 3 4 3 0 5 2 7 2 3

1 ) 尋 常小学校, 高等小学校の 各学年別 の 程度調査も行わ れ

て い るカ';
,

こ こ で は省略 .

2 ) 農 商務省霜 『砥工 事情』( 明治 3 6 年) よ り作成 ･

( 7 7 ) 研 究 ノ ー ト

そ
の

上

昇
率
は

就
学
者
の

そ

れ
ほ

ど

に

は

高
く

な

い

に

し

て

も
､

そ

れ
に

近

似
す
る

高
さ

を

示

し

て

い

た
こ

と

は

確
実
で

あ

る
｡

初
等
教

育
制
度
の

普
及
に

よ
っ

て

リ

テ

ラ
シ

ー

は

量
的
に

向
上

し
､

中
等
高
等
教
育
制
度
の

確
立
に

よ
っ

て

質
的
に

向
上

し

た
｡

さ

ら
に

社
会
教
育
制
度
の

発
達
も
こ

の

傾
向
に

い

っ

そ

う
拍
車
を

か

け
た

｡

し

か

し

各
階
層
ご

と
に

リ

テ

ラ
シ

ー

の

発
展
を

み

る

と
､

そ
こ

に

は

不

均
衡
性
が

あ

る
｡

庶

業
や

商
業
に

従
事
す
る

者
は

不

就
学
者
で

さ

え

も
リ

テ

ラ
シ

ー

を

向
上
さ

せ

て

い

る

が
､

職
エ

､

職
人

な

ど
で

は

義
務
教
育
を

完
全
に

受
け

た

者
が

少
な
い

上
に

､

就
学
者
で

も

卒
業
後
リ

テ

ラ
シ

ー

を

低
下
さ

せ

る

者
が

多
い

｡

さ

ら
に

資
産
の

有
無
に

よ
っ

て
､

教
育
を

う
け

る

機
会
に

大
き

な

差
違
が

生

じ
､

階
層
間
に

リ

テ

ラ
シ

ー

の

不

均
衡
性
を

残
存
さ

せ

て

い

た
｡

明
治
後
期
は
コ

､
､

､

ご
一

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

大
衆
化

､

つ

ま

り
マ

ス

･

コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

が

胎
動
し

は

じ

め

る

時

期
で

あ

る
｡

新
聞
に

代
表
さ

れ

る

当
時
の

マ

ス

･

メ

デ
ィ

ア

ほ

リ

テ

ラ
シ

ー

の

向
上

と

と

も
に

拡
大
し
た

潜
在
的
受
け

手
層
を

顕
在
化
さ
せ

よ

う
と

努
力
し

は

じ

め

る
｡

た

と

え

ば

新
聞
は
ル

ビ

付
活
字
の

採
用

､

漢
字

､

漢
文
の

制
限

､

言
文

一

致
体
の

採

用
な
ど

の

内
容
の

平
易
化
政

策
を

積
極
的
に

お

し

進
め

､

新
聞
読
者
層
を

拡
大
さ

せ

よ

う
と

す
る

｡

実
際
に

読
者
層
は

拡
大
し
た

｡

し

か

し

全
階
層

的
規
模
で

あ

ま

ね

く

開
拓
す
る
こ

と

は
で

き

な

か
っ

た
｡

そ
の

根
本
原
因
は
日

本
社
会
の

資
本
主

義
化
が

不

完
全
で

あ
っ

た

こ

と

に

あ

ろ

う
が

､

リ

テ
ラ

シ

ー

の

大
衆
化
が

｢

新
聞
意
識
+

の

多
様
化
と

と

も

に

不

完
全
で

あ
っ

た
こ

と
に

も
あ

る
｡

コ

ミ

ご
一

ケ
ー

シ

ョ

ン

の

階
層

性
喪
失

‖

大
衆
化
は
リ

テ

ラ
シ

ー

の

大
衆
化
を

も

待
た

ね

ば

な

ら

な
か

っ

た
｡

そ

の

た

め

に

は
､

リ

テ

ラ
シ

ー

の

質
的
な

向
上

と

階
層
間
の

不

均
衡

性
の

是
正

と
が

と

く
に

必

要
で

あ
っ

た
｡(

一

橋
大

学
大

学

院
博
士

課

程
)

エ

リ

-

h

J

っ

り




